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コラム⑤　水産業及び漁村の多面的機能　そもそも、日本は四方海に囲まれ、栄養塩類豊かな海流がもたらす調和のとれた生態系によって、歴史的にも国民生活と密接に
結びつく形で水産業及び漁村が発達した。そこで、水産業及び漁村は、単に水産物を供給するのみならず、物質の循環、環境の保全、社会の安寧（国民の生命財産の保全）、
保養・交流・学習などの場の提供、また、漁村文化の継承、健康の増進など多くの機能を働かせてきた。この様に、その担うところは誠に重大であるが、定量的評価手法が
未発達故に、軽視されがちである。しかし、国民生活の向上と安寧のために十分に配慮する必要がある。（水産庁ホームページ参照）

事例 5

◆種糸100mから10000mへ

　壱岐島の東部に位置する壱岐東部漁協は、玄界灘と壱岐

水道の豊かな海からの恵みが宝である。海流が早いため

に、水揚げされる魚類およびイカ類は身が引き締まって甘

みもあり、玄界灘の壱岐ブランドとして有名である。また、

磯の海藻資源も豊かであるため、古くから海藻を餌とする

ウニ、アワビおよびサザエなども多く漁獲されてきた。し

かしながら、近年、磯焼けによってアワビやサザエ等の漁

獲量が減少し、更にはウニの実入りも思うような物が取れ

ていない状況であった。そこで、浦田組合長の指導の下、

「海の森づくり」造成活動を決意。2003 年度から「マコ

ンブ種糸 100ｍ運動」を開始した。

　現組合長である浦田は，青島周辺の漁場改善の目的で

2003 年から「マコンブ種糸 100ｍ養殖活動」を開始。マ

コンブ種糸の扱い方や養殖方法および垂下深度について試

行錯誤を重ねた。初年度から養殖マコンブは順調に生育

を見せた。刈取り時期である 5 月上旬には、葉長 4 〜 5 ｍ

程度に生長。年々とマコンブ種糸の養殖量を増やし、2006

年には 10000ｍの種糸を用いて養殖を行うまでに至った。

◆ウニへの餌料効果および磯焼け岩礁への地撒き効果

　収穫したマコンブの有効利用として、養殖赤ウニへの餌

料効果を調べた。ウニは籠養殖方法を用いた。組合および

業者側それぞれで、塩蔵、冷凍および乾燥コンブの 3 種の

餌毎に養殖赤ウニの成長および身入りを比較したところ、

冷凍コンブで育てた赤ウニの身入りおよび成長が最も良

く、次いで塩蔵、乾燥の順であった。冷凍コンブで育てた

赤ウニは、非常にサイズも大きく、味に甘みが増したこと

から、ウニの餌料として適していることが確認された。

磯焼けした地区におけるアワビおよびウニの資源量増大を

目的に、養殖マコンブを地撒きして、その効果を調べた。

地区によってバラツキはあるものの、地撒きした箇所にア

ワビおよびウニが蝟集し、水揚量の増加が確認された。さ

らには、地撒きした地区のアワビは殻から身がはみ出る程

の成長をし、ウニの身入りも良かったことから、品質向上

についても期待できる。

◆魚の産卵効果と、アカモク林の出現

　3 月以降、養殖マコンブの周りにメバル等の稚魚が見ら

れるようになり、魚類の蝟集効果が確認出来た。さらには、

アオリイカや魚類の産卵も見られ、魚付林としての効果を

十分に発揮していると思われた。

　マコンブ養殖を始めてから 2、3 年後からマコンブ養殖

地域の周りでアカモク林の形成が見られるようになった。

この現象が、マコンブ養殖による効果かどうかは分からな

い。今後は、マコンブとアカモクとの因果関係を明らかに

していきたい。

◆課題と展望

　養殖マコンブを用いた海の森づくり、ウニへの餌料効果

からびに磯焼け地区へのコンブ撒布による資源量増加効果

など、マコンブ養殖によるプラスの環境ならびに経済効果

を見出すことが出来た。今後は、環境ならびに経済効果を

具体的に数値化し、継続的な海の森づくり活動としたい。

住所：壱岐市芦辺町諸吉本村触1342-14　 
TEL：0920-45-0385　FAX：0920-45-3910

壱岐東部漁業協同組合は、玄界灘の壱岐島東部に位置する。玄界灘の荒波と
綺麗な海水で育てられた魚介類および海藻類はどれも一級品。マコンブ栽培
は浦田組合長をはじめとして、組合員ら十数人で行っている。有名な漁協ブ
ランドは新鮮なイカ類、サワラ、マグロ、赤ウニ、バフンウニ、アワビ類お
よびサザエである。

プロフィール

収穫マコンブの乾燥風景
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◆海水浄化にも働く牡蠣養殖

　第一回サミットへの寄稿でも触れているが、我々の地先

海域は日本の最西端長崎県の大村湾である。ここは水深が

平均して浅く、深いところでも 15m 前後しかない。冬場

の最低水温約 7 度、夏場の最高水温約 32 度という寒暖の

差が大きい特異な海域である。閉鎖性が極めて強く、河川

の流入により塩分濃度は薄い。また、湾奥部では海水の交

換が厳しい環境であるため無酸素のヘドロが蓄積している

ところもある。そういう状況の中で、生活廃水及び企業廃

水の処理規制を強く訴えながら、きれいな海を取り戻すべ

く自助努力を重ねている。

　第一が、水質浄化の効果も期待できる牡蠣の養殖であ

る。今年で８年目になるが、海水濃度が薄い大村産の牡蠣

は甘味が多く非常に美味しい。牡蠣焼きイベントなどを毎

年行い、地元へアピールして販路を開発中である。年を追

うごとに牡蠣の生産も増加し、おかげで商品価値も高く

なってきている。今年は一部にノロウイルスの風評が囁か

れ売れ行きに不安を抱いていたが、いざ販売を始めると好

調で、さほど問題はなかったようである。

◆さらに豊かな大村湾を願って

　次に本サミット主題の昆布についてであるが、当初、国

及び県指導の下では前述した当海域の特異性もあり上手く

いかず、自ら水深など考慮しながら何ケ所かに分けて試験

をした。結果、我々のところでは約 30cm という浅い海中

において 4m ほどの昆布が穫れるようになってきた。第１

回へ寄稿したときから 2 年たつが、生産の環境などを始め

状況は変わっていない。成長したものでも 4m 弱と生産量

が少ないのが難点であるが、昆布に含まれるフコイダンは

北海産に比べると 1・5 倍という調査結果があることから、

食用調味、飲用食品として加工、商品化され、その原料と

して販路を確保しつつある。勿論、独自での加工品開発も

進めているところである。

　さらに、地元では紫海
う に

栗が主流であるが、生産の時期が

ずれる赤海栗の餌用としても昆布を使用している。海栗が

好んで食べ成長も良い。また、昆布を餌とするため海栗そ

のものの風味が良くなって美味しい。他の海域でも報告例

があるように、昆布が貝類の格好の餌になっていること、

稚魚等の成育場としても役立っていることなどから、大い

に海の森づくりに賛同するところだ。そうした中で赤海栗

の養殖が未だ段階的であるものの是非成功させたいと日々

研鑽中である。

　願わくは一日でも早くこの閉鎖性海域である大村湾の汚

濁防止への規制を強化していただき、更なる良き海として

蘇らせることを祈念してやまない。

事例 6

長崎県大村市杭出津1- 919　
TEL：0957-52-3061　FAX：0957-52-3495

組合員数 81人（うち准組合員15人）。

プロフィール

藻場養殖場のようす

布を餌に育った海栗。まだ段階的だが、ぜひ成功させたい

コラム⑥　磯の生活風景：岩海苔を摘む　冬の丹後半島を歩いた。黒々とした波が海岸に磯に打ち寄せてきて、白い飛沫を上げていた。その飛沫が海苔の胞子を運んでくる。
そしてそれがやがては育ち、磯の岩を黒々した海苔で埋め尽くす。凍てつく冬の日が続くほど、豊かでいい岩海苔が育つのだという。その海苔を摘む村人達の姿を冬の丹後
でみかけた。岩のりは口に含むとプーンと磯の香りが広がる。それは今では、凍えるような冬の海で手をかじかませて摘む、磯に暮らす人々にしか味わえない本物の海の味
だ。（森本 孝：漁村民俗学研究者）
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事例 7

◆手探りながら、予想を超える収穫

　私たちは、長崎県の五島列島で平成 13 年からコンブの

養殖に取り組んでいる。私の住む上五島・若松地区は、も

ともと養殖漁業が盛んなところであり、魚類はもとより、

真珠、アコヤ母貝の養殖により生計を営む漁業集落だ。

　経済活動を営むということはもちろん漁場環境の悪化に

つながり、当地区においても例外ではない。そんななか、

コンブにより汚れた海をきれいにする取り組みがあること

を耳にして、これならできるのではないかと思い当初８人

のグループでコンブ養殖を始めた。初めてのことであり、

手探りの状態だったが、漁協のご理解とご協力により、発

芽・成育ともに順調で、予想をはるかに超える結果を出す

ことができた。

　収穫されたコンブの

なかには、長さ約 3m、

幅 30cm 近 い も の も あ

り、長いものでは４m を

超えるものさえあった。

100m の種糸で 5t の収穫

があり、今後の有効利用

が課題となっている。

　利用方法としては、

食用はもちろんだが、ア

ワビ養殖への利用をと考

え、平成 18 年１月にク

ロアワビの稚貝２万個を

購入し海上での試験養殖

「たんぽぽ会」が開発したコンブの佃煮とコンブ麺「瀬戸
美人」はインターネットでも購入できる。
http://www.rakuten.co.jp/tokuuma/

（こだわり特選！うまか本舗）

に取り組んでいる。経過は順調で、25mm ほどの稚貝が

現在最大で 65mm ほどに育っており、今後、ひとつの産

業として根付くことを期待している。

◆コンブを加工した健康食品

　平成 14 年から、コンブの利用方法として、佃煮作りに

取り組んだ。地元の婦人グループ「たんぽぽ会」にお願

いして何通りかの試作品を作っていただき、なかでも好評

だった３種類を製造・販売することになった。

　例えるなら、糸コンニャクのような製品で食感もよく、

100% コンブだけで作られているということもあり、健康

食品として需要が高まることを期待している。

▲ 100mで5 tものコンブが収穫できた
▲アワビ養殖のようす

養殖コンブを餌に、5cm近くまで成長したアワビ

コンブは「魚のゆりかご」。養殖コンブの周
りに小魚が集まっていることが確認できた

コラム⑦　離島漁業再生支援交付金のあらまし　離島における漁業の現状を放置してしまうと、地域の豊富な漁業資源の活用が図られなくなり、水産物の安定供給に支障が
生じるばかりでなく、国民に数々の利益をもたらす水産業・漁村の持つ多面的機能の低下も懸念される。本交付金は離島の漁業集落が行なう漁場の生産力の向上や集落の創
意工夫を生かした新たな取り組みなどの漁業生産活動への支援を通じて離島漁業の再生を図りつつ、離島の水産業・漁村が発揮する多面的機能の維持・増進を図るものであ
る。関心のある方は、地元の役場の担当者と相談して「市町村離島漁業集落活動促進計画」と「集落協定」の作成に協力してください。（水産庁ホームページ参照）
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コラム⑧　国策としての藻場造成とどこが違うの？　国策としての藻場造成は、在来種を重視して、磯やけ対策として、あるいは、失われた藻場の再生ないしは代替処置と
して時限付のプロジェクト形式で実施されている。しかしながら、藻場の回復は難しい。自然界では、無常が正常であり、今健全そうに見える藻場であっても、それが永続
するという保証はない。また、育った海藻は放置されるので、栄養塩収支はゼロである。一方、ここで言うこんぶ等を使った人工海中林造成は、毎年対象海藻にとって水温
が適する半年の海の利用を定期的に行なうのであるが、この間、海藻は窒素・燐・炭酸ガスを吸収し、酸素を出す。収穫物は水揚されるので、対象沿岸海域の環境浄化に大
いに貢献する。さらに、生育期間中は、栽培漁業革命といわれるように、在来生物や放流稚魚に対して基盤や産卵場・揺籃場を提供し、生物多様性並びに不特定多数の水産
増殖に貢献するのみならず、栽培漁業を補完する。施設に関する費用は非常に安いので、対公共費用効果は、天然の藻場造成と比べてはるかに大きい。

事例 8

◆漁場環境の改善をめざして

　熊本県天草市御所浦町は

不
し ら ぬ い か い

知火海のほぼ中央に位置し、

御
ご し ょ う ら

所浦島、牧島、横浦島とい

う３つの有人島を中心に大小

18 の島々で構成される熊本

県内唯一の離島の町である。

島の海岸線には沢山の入江が

存在、波静かで魚類養殖に適

した地形を形成しており、ブ

リ、マダイ、トラフグを中心

にカワハギ、マアジ等が盛ん

に養殖されている。

　しかし近年では、生産量の

増大を目的とした過密養殖や

過剰な餌料投与による過大な

有機物負荷など、養殖漁場の

環境悪化や度重なる赤潮被害

などが問題となっている。こ

の問題に対し天草市（旧御所浦町）では、魚類養殖から出

される過剰なリンや窒素を吸収させるという趣旨で養殖漁

場内にマコンブやワカメの栽培を始めた。

　この取組を始めるきっかっけとなったのは、平成８年度

から取り組んだ海面養殖業高度化推進事業で協議会の委員

であった鹿児島大学の門脇教授に提案されたからだ。平成

12 年度に鹿児島大学の学生を受け入れ魚類養殖場でマコ

ンブの栽培試験を行った結果、種糸 1 ｍあたり約 20kg を

生産出来ることがわかった。なお、マコンブの種糸は青森

県の水産指導センターから購入している。また、このとき

の試験結果より給餌養殖による窒素負荷の浄化に必要なマ

コンブ種糸の長さが算出されたことで、平成 13 年度以降

は御所浦町の事業として養殖業者に協力してもらい、マコ

ンブによる魚類養殖場水質浄化事業に取り組んだ。

◆「環境保全型複合エコ養殖」

　平成 13 年度は 8000m のマコンブ種糸（平成 14 年度以

降はマコンブ 6000m、ワカメ 2000m）を購入し漁場内で

栽培したが、夏場水温が上がるとマコンブは海中に溶け出

してしまうため、せっかく吸収した過剰なリンや窒素を元

に戻さないためには取り上げなければならない。そこで問

題となったのが大量（約 36t）に生産されたコンブをどの

ように有効利用するかということだった。冬を中心に半年

熊本県天草市御所浦町御所浦 3525-18
TEL：0969-25-4055

天草市水産研究センター（平成18年3月の市町村合併により御所浦町水産
研究センターより変更）は、平成10年度沿岸漁業構造改善事業により建設
された。現在職員2名で年間経費は指導船燃料、水光熱費、水質センサー通
信費等400万円程で運営されている。業務内容は、魚病診断及び赤潮調査を
中心に環境調査、漁業者・学校研修、各種試験（マコンブ栽培試験、トラフ
グエラムシ駆虫剤一斉投薬試験、大学との協同研究等）等。

プロフィール

程度の栽培期間では小型で身の薄いコンブしか作ることが

出来ず海藻加工場では商品にはならないとのことから、食

用として大量に利用することは難しいと考え、門脇教授が

推奨する持続的に生産可能な海面魚類養殖を目指した環境

保全型複合エコ養殖に取り組むこととなった。

　これに賛同し、日頃から漁場の環境問題に興味を持つ漁

業者で御所浦町アワビ養殖協議会を立ち上げ魚類養殖場内

で海藻（マコンブとワカメ）の栽培及びアワビの試験養殖

をはじめた。アワビ養殖協議会は現在 12 名で組織されて

いる。

　平成18年に2市8町が合併し天草市が誕生したことで、

町の事業としての魚類養殖場水質浄化事業は終わったが、

漁協が事業を引き継ぎ、市のサポートを受けながら水質浄

化対策に努めている。

養殖コンブは、小型で身が薄め。この特徴を生かし、さらに利活用の可能性を広げることが、活動を広げるためのポイントになる
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事例 9

◆取り組みの概要

　水俣市での海藻養殖は、漁師がアワビの陸上養殖の餌に

使用する海藻を求めた時に、昔そこにあったはずの藻場が

消失している事実に気付き、マコンブの種糸を購入し海面

で養殖を開始したのが始まりである。

この餌利用のマコンブを育てるのに最適な場所を探すた

め、水俣沿岸で様々な場所で、ブイに種糸を結び付けの試

験的な育成を行って来た。

　マコンブは、海水温が 20 度以下になる 12 月から水温が

20 度を越える 5 月中頃まで成長を続けることが分かって

きた。

　3 月から 4 月の頃には、マコンブ 2 〜 3 ｍに成長するが、

この時、マコンブの周辺にアイナメ、メバルといった漁業

上有益な種類の魚が、数百匹も群れている状態が確認され

た。さらに海藻の表面にはカイアシ類やヨコエビなどの多

数の餌料生物が付着していた。この多様な生物が発生する

ことを目の当りにした水俣市漁業協同組合では、海藻の重

要性を再確認し、藻場として再生に取り組む構想を「海藻

の森」作りとして位置づけ、さらに大きく取り組むことに

なった。

　そこではコンブだけでなく、ワカメ・ホンダワラ類など

の地域にもともと生育している海藻を増やそうと、専門家

の話を聞き、海面養殖だけでなく磯への海藻の育成の勉強

を始めている。

◆課題と今後の展開

　大型褐藻類の繁茂する広大な岩礁帯を持ち水温が低い北

海道や東北の海域と異なり、本地域、八代海の底質はガタ

といわれる砂泥地が主で、もともと海藻が生育する環境が

限られている。また、漁業としての付加価値の高い海藻は、

養殖の海苔以外にはない。

　沿岸環境再生のための藻場つくりは、高齢化と後継者不

足に悩む漁業者にとっては、資金面、労働力の面からも負

担が大きい。また、近隣に大学・公設試験場、海藻の専門

家が存在しないことも大きなハンディである。

　「海藻の森」作りは、漁業振興という観点からの経済効

果的な評価が難しく、人材・予算すべての面で積極的な投

資を行うことは難しいが、自然再生を願う地域住民の期待

と評価を後押しに続けている現状である。このような自然

環境の中、藻場つくりの目的を達成するには、地域的な連

携が不可欠である。

　今は、漁協職員や漁協員の中に、海藻の増殖技術を習得

した人材を育成することを目標の一つとして、大学・公設

試等の協力を得ながら実習を開始している。

　さらに、地域イベントとしての市民への海藻オーナー募

集や、地域の観光業者、食品加工業者などによる養殖また

は増殖した海藻を物産化の動きなど、活動は徐々に広がり

つつある。

熊本県水俣市丸島町2丁目8 - 1
TEL：0966-63-3355　FAX：0966-63-3969
E-mail： minamata-gyokyo@bridge.ocn.ne.jp

正組合員126人、准組合員38人、計164人。年間の水揚高29.7t、2235万円。
組合長 岩崎巧。（データは平成17年3月31日現在）

プロフィール

マコンブの周辺には漁業上有益な魚が群れ、表面には多数の餌料生物が付着していることが確認された

コラム⑨　海の森づくり推進協会ってなに？　「海の森づくり推進協会（以下本協会という）」は、平成 14 年 7 月 7 日に創設され、同年 12 月 4 日に内閣府の認証を受けた特
定非営利活動法人（NPO）で、その目的は、「生態系を重視したコンブ等海藻による海の森づくり技術の普及により、懸念されている磯やけの弊害を防ぎ、沿岸域の水質浄
化と水産資源増殖を図るとともに、そこから得られる海藻等の利活用の研究及び普及によって陸圏の生態系とその循環を重視した環境改善による社会貢献を推進すること」
である。会員は、北は北海道から南は沖縄まで全国に散在し、本協会は希望者にコンブの種糸を斡旋しており、講師を派遣し、指導もしている。すでに、鹿児島、熊本、長
崎、愛媛、福井、富山、三重、千葉各県内の関心のある漁協協同組合あるいは個人が、そのサービスを受けている。東京では、毎年 1 回海の森づくりシンポジウムを開催し、
農林水産環境展には出展している。（ HYPERLINK "http://www.kaichurinn,com" http://www.kaichurinn,comを参照）
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事例 10

　「村田君、60 年程前宇和島市の遊子（宇和海）ではマグ

ロがたくさん漁獲されていた」と私たちの「宇和海に緑を

ひろげ環境を守る会」の会長である古谷和夫さん（元全か

ん水会長）は、当時の宇和海のマグロ漁の様子を熱く語っ

てくれた。

　私たちの目の前の海であのマグロが乱舞するとは…。驚

くと同時に、マグロが回遊してこなくなった原因のひとつ

に海の汚染があるならば、私たちは海の森づくりをとおし

て海を浄化し、宇和海にマグロを呼び戻すことができるの

ではないか、と考えわくわくして活動している。

◆宇和海に緑をひろげ環境を守る会について

　私たちの会は、古谷さんを会長に宇和島市長さん、愛媛

県水産試験場長、愛媛県漁連宇和島支部長経験者をはじめ、

アワビ、真珠、タイ、ハマチ養殖漁民、巻網漁民、農民と

中学校教師、年金者、住職、小売業者等一般市民で構成さ

れている。会員は約 250 名。

　8 年前、宇和海で真珠貝の大量へい死が発生したが、そ

の原因の一つとして海の汚染により海の生産力が弱ったこ

とがあるのではないか、といわれてきた。

　私たち消費者市民も生活排水等で海を汚している責任が

あるのではないか、海を元気にするため市民も漁民と協力

して海の浄化をしていこう、と考えた。できる範囲で行動

をおこしていこう、これが会設立の動機だった。

　鹿児島大学の門脇先生、長崎の久原俊之さんをお呼びし

て、講演会を行った。学習会を通じ、海藻による CO2 の

固定化、地球温暖化についても学んだ。宇和海にマグロが

回遊していたことも知った。会名の宇和海の緑はアオサを

イメージしており、いつまでも美しい宇和海であって欲し

いとの願いがこもっている。

◆会の活動について

　海の環境を守るため、石けんの普及活動、魚を呼び寄せ

る魚付保安林の保護等テーマはたくさんあるが、現在のと

ころ海の森づくりを主に活動を行っている。

　海の森づくり推進協会よりコンブの種糸を購入し、宇和

島漁協青年協議会やタイ、ハマチ、真珠、アワビ等養殖業

者に販売し、コンブの増殖をお願いしている。約 60 名の

漁民の方が協力してくださっている。12 月末か１月初め

に種付けしたコンブは 3 月には 2 〜 3 ｍになるので 3 月末

か４月初旬にコンブ収穫祭を行っている。

　昨年の収穫祭は 3 月 26 日に、市長さんはじめ漁民市民

約 250 名で盛大に行った。コンブを参加者全員で刈り取り、

１人１袋ずつ持ち帰り家庭で料理する。小学生も 20 名ほ

ど参加し、海の生態、コンブについて学習し、コンブの長

さ重さの測定、チッ素、リン等の回収量等を算定する。 

また、とりたてのコンブを食生活改善グループの皆さんに

よりコンブうどんにして参加者とともにいただき、たいへ

ん好評だ。

◆コンブの利用 食料からおいしい愛媛ミカンの肥料まで

海の浄化を目指して増殖したコンブを、漁民の方はハマチ

やタイのエサに入れ、元気でおいしいハマチ、タイを養殖

している。酢の物や炒め物にしたり、乾燥して１袋 100 円

で特産物として販売している方もいる。宇和島水産高等学

校にはコンブの種糸を寄付し教材として利用していただき、

収穫したコンブは製造科の生徒さんにコンブの佃煮を製造

していただいた。また、農家の方はミカンの肥料として

使っている。

◆これからの活動 楽しく、大きなビジョンとともに

　私たちの活動の基本は、水産業の応援団になることだ。

生活排水等で海を汚染している私たち消費者は、海を浄化

する責任が当然あると思っている。漁民の皆さんに、きれ

いな宇和海で育てたおいしい健康なハマチ、タイ、美しい

真珠を　私たち消費者に提供していただきたい。漁民の皆

さんとともに海を浄化し、海の環境を守ることは私たち消

費者の食生活を守ることに通じると思う。再びマグロがも

どってくる環境を、私たちは海の森づくりをとおして取り

戻していきたい。

住所：宇和島市堀端町1番41号村田ビル 村田八郎税理事務所内　 
TEL： 0895-23-3895　FAX：0895-23-4841

プロフィール

コンブ収穫祭は、今年で3年目を迎える（写真は一昨年のもの）　　

コラム⑩　外来生物問題は無いの？　北のまこんぶを、これまで天然では生息しなかった南に導入するという意味では、こんぶは南の環境にとっては外来種である。しかし、
「外来種の導入が全て悪である」というのは極論である。もし、外来種の導入が全て禁止されれば、今の農業はそのベースを失い、私たちは生きたくても食べ物が手に入ら
なくなる。つまり、「外来種の導入には、十分に注意をしなければらならない」というだけのことである。ここでは外来種を導入して放置するのではなく、毎年種を沖だしし、
管理し、半年で収穫するので、優先種となって、対象海域の在来の生態系を壊さない。外来生物問題に関しては早期発見・早期対策が出来、被害を最小化できる体制にある。
南の海のこんぶ栽培は、過去の行きすぎた開発で瀕死の状態にある在来種に基盤と栄養・揺籃場を提供し、在来種を増やし、沿岸域の生物多様性に貢献し、生態系をいい方
向に変えるものである。
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事例 11

◆海の森作り活動の経緯

　徳島県阿南市に位置する大潟漁港周辺は「室戸阿南国定

公園」にも指定され、古くから「阿波の松島」と呼ばれる

素晴らしい景観の地域である。遠浅の干潟域である当沿岸

は昭和 30 年代頃までアマモ林が繁茂し、天然記念物であ

るカブトガニが生息していた。しかしながら昭和 40 年代

以降、アマモ林およびカブトガニの姿は確認されなくなっ

た。平成元年から着工された漁港改修工事に伴って形成さ

れた人工干潟に貴重なシオマネキ群落が確認され、シオマ

ネキ干潟の環境保全活動の一環として海藻および海草によ

る水質浄化活動が開始された。

◆アマモ林の造成

　現・大潟漁協組合長である岡下は、沿岸にアマモ林を再

生させる目的で平成 13 年から組合事業として「アマモ種

蒔活動」を行った。県の指導を仰ぎながら、種蒔きの際に

スポアバック（成熟した海藻を入れて胞子を着生させる網

袋）に詰める肥料の種類や設置場所および設置方法につい

て試行錯誤を重ねた。当初は芽吹いた若いアマモが台風

等の波浪で流される被害もあったが、年々とアマモ林が形

成された。現在でもアマモ林の面積は拡大しており、平成

18 年には大潟湾の至る所でアマモ林が確認されるように

なった。

◆マコンブの移入養殖

当組合員である筆者は、自らの「海藻による浅海養魚場の

水質浄化に関する研究」( 鹿児島大学博士論文 ) を通じて、

養殖マコンブによる水質浄化能を算定した。中でも特筆

すべき点は、養殖水域の「光」、「水温」および「栄養塩濃

度」を計測することで、養殖マコンブの単位面積当りの N

（窒素）、P（リン）

吸収速度が把握可

能なことである。

　2006 年 3 月から

同年 5 月にかけて、

熊本県天草市から

葉長約 1.5 ｍの養

殖マコンブを移入

し、大潟湾地先で

垂 下 養 殖 を 行 っ

た。垂下深度は海

面下 1 〜 4ｍとし

た。約 100 個体のマコンブは順調に生長し、5 月中旬には

平均葉長 2.5ｍ程度に伸長した。葉幅も 5 月中旬には平均

10 cm を超える生長を示し、葉長の日間生長速度は 3 〜 4 

cm/day であった。これら養殖マコンブの生長結果は、移

入元である天草海域の生長結果と同水準であったことから、

「大潟湾におけるマコンブ養殖は可能である」と判断した。

移入したマコンブは流出および枯れも少なく、採集した 5

月中旬でも魚類等の食害作用は確認されなかった。

◆種糸からのマコンブ養殖試験

　2006 年に実施した移入マコンブの養殖が成功を収めた

ことで、マコンブ種糸からの養殖に 2006 年 12 月 20 日か

ら取り掛かった。マコンブ種糸は、青森市水産指導センター

の物を用いた。

　養殖マコンブが有する「水質浄化能」や「海の森効果」

を阿南市にも理解して頂き、種糸からのマコンブ養殖は、

阿南工業高等専門学校の湯城研究室との共同研究で船出す

ることが出来た。大潟湾が干潟域であるため、干潟域にお

けるマコンブ養殖は前例が無い。そのため、干潟域での適

養殖方法の把握が優先課題である。したがって、数段階の

垂下深度および数種類の幹綱への種糸固定方法を設定して

養殖を開始した。幸いなことに、養殖開始から「芽落ち」

および「食害」は確認されておらず、2007 年 1 月末現在

で葉長 30cm 程度に伸長した。

◆課題と展望

　徳島県を含めた暖海域では、高水温の影響から葉長 5 ｍ

を超えた厚みのあるマコンブとは成り難い問題を抱えてい

る。したがって、乾燥コンブとしては北日本産に比べて等

級の低い品質となる。そのためマコンブ養殖を事業として

成立させるためには、「如何に商品価値を高めるか」が問

題であろう。他県の事例では、アワビ養殖の餌料および健

康食品等で活用しているようである。当漁協でも養殖マコ

ンブを用いた新たな商品開発が必要である。

徳島県阿南市大潟町143-4
TEL：0884-27-0502

四国南東部の阿南市に位置する。「室戸阿南国定公園」にも指定され、古く
から「阿波の松島」と呼ばれる自然豊かな場所だ。会員数は50人程度の小
規模な漁協である。主な漁業は小型底引漁であり、徳島ブランド「活キラビ
キ鱧」の他、足赤海老、鯵、太刀魚およびイカ類の産地として知られている。

プロフィール

2006年5月中旬には、平均葉長2.5ｍ程度に伸長した

コラム⑪　なぜ、こんぶ？　多くの海藻は、大量に生産することが出来ないか、出来てもその生産物の利活用が難しい。その点、日本人に昔からなじまれてきた「こんぶ」
はずば抜けている。栽培技術は確立しており、大量生産も可能であり、収穫物の利活用面では、食品としてだけでなく、医薬品、飼料、肥料、工業用、バイオマスエネル
ギー、エステ原料など利用価値は極めて高い。
　ただ、大量の海藻が安価で輸入できる時代にあって、運動の持続性に綱がる経済性をもたすことは重要な課題である。コンブの成長は熱帯雨林に匹敵する位早い。
　「海の森づくり」は生物多様性の回復や国策としての栽培漁業や藻場造成の補完など環境保全と水産増殖に対する公共的な役割が大きいが、公共事業費を節約して、その
効果を十二分に発揮させるには、自助努力を生かす工夫が必要である。「こんぶ」はその最有力候補である。
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事例 12

供達に味わってもらうことで地産地消運動にもつなげた。

東京のＮＰＯで漁業や魚食 普及の活動を行っている「ウー

マンズフォーラム魚」との連携も始まっている。昨年 12

月には東京の子供達を新湊に招き、漁業体験の一環として

一緒にコンブの種付けを行った。この活動は、都会の子供

達に海の環境を考えてもらうよい機会になった。報道機関

にも取り上げられ、我々漁業者の環境に対する取り組みを

PR できた。

◆今後の課題と展望

　これまでに、種付けで使うロープの種類によってコンブ

の生長や根付きが異なること、設置場所によって生長や収

穫量が異なることがわかった。潜水調査でも、漁港奥部側

ではかなり水の流れがあり大きく育ったコンブがユラユラ

と揺れていたが、漁港入口部ではほとんど水の流れがなく

細く薄いコンブと養成綱がほぼ真っ直ぐ下がっており、潮

流等による海水の循環もコンブの生長に関わっていること

が分かった。新湊漁港奥部のコンブの生長が良好なのは、

岸壁が海水を透過する構造になっており漁港外の海水が流

入しているためと考えられる。またコンブ付近には我々青

年部が放流したと思われるヒラメや小魚が多く見られ、実

際に小魚の生育場所にもなっていることが確認できた。こ

れらの結果を踏まえて設置場所等を模索していきたい。

　漁師の生活基盤である海の環境はここ数年を見ても目に

みえて悪化してきており、海岸開発による砂浜や藻場の消

失など多くの問題を抱えている。 私たちの 「海の森づく

り」はまだ試行錯誤の段階だ。しかし地域の漁業者の賛同

も得つつあり、 少しずつではあるが前進していると自負を

持っている。今後、様々な環境保全運動に取り組んでいる

団体や県内のみならず全国の漁業者の方々とも積極的に情

報交換し、私たち漁業者の手で豊かな海を取り戻すことを

大きな目標として取り組みの輪を更に広げていきたい。

◆コンブ養殖の実践状況及び成果

　新湊漁協は、①漁業生産力の向上、②新湊産魚介類のブ

ランド化、③地域社会への貢献を３つの柱とし、その実現

に向けて事業を展開している。特に「森林 が海に与える

作用」に着目、10 年以上も前から植樹活動に参加するな

ど「森と川と海をつなぐ環境保全運動」に力を入れている。

　平成 15 年よりコンブ養殖活動を行い、海の森づくり推

進協会代表理事の松田恵明氏に技術面・生産物の利用方法

等すべての面で直接指導を仰いだ。経費、 資材両面で富山

県漁連、新湊漁協から協力を得た。方法は 100ｍ分の種糸

を暖簾方式で新湊漁協の港内に設置した。平成 15 年 12 月

にコンブ栽培施設の設置作業と種付け作業を終え、16 年

4 月に入って間引きを兼ねて状況調査を行ったところ、漁

港入口付近の生長は悪かったものの漁港奥では良好に生長

していた。水温が 20℃に達する 6 月に収穫したところ、

やはり漁港入口側の生長が悪く全体の約 3 分の 1 は生育不

良であったが、収穫量は約 500kg と初めての取り組みと

しては期待以上の出来となった。2 年目は富山県水産試験

場の技術指導を受け、前年の結果も踏まえて栽培施設の設

置場所を漁港の奥側にずらし、 平成 16 年 11 月と 12 月に

種付けを行った。その結果、翌年 5 月末の収穫量は約 700  

kg と昨年以上の収穫となった。3 年目は水温等の関係で

200kg であった。

　現在、技術・規模ともに試験的な段階で水質改善や藻場

としての役割としての効果はまだ見受けられないが、各定

置網漁業者からの賛同も得ており今後『海の森づくり』が

地域全体に広がりつつある。

◆波及効果

　試食用に漁協女性部が煮たコンブが美味しく、漁協女性

部が経営する食堂でも好評を得た。また、地域社会への

貢献という観点から収穫したコンブで作った 『昆布ふりか

け』を地元の全小中学生約 3100 名に配布し、給食時に子
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平成15年4月に新湊・堀岡・海老江・伏木の4漁協が広域合併して設立され、
富山湾の最奥部に位置する。地先の海岸は海脚と海底谷が複雑に入り込んで
好漁場を形成している。
そのため、営まれている漁業種類は多彩で、県内で最も魚種が豊富な地域で
ある。平成17年度末における組合員数は正組合員366人、准組合員187人の
553人。平成17年度の漁獲量は約5800トン、水揚金額は約23億円。

プロフィール

コンブ収穫のようす。豊作です！

コラム⑫　種糸は何処から持ってくるの？　現在、「海の森づくり推進協会」では、こんぶの種糸を、希望する漁業協同組合や個人に斡旋している。現在、種糸の生産は北
海道、青森県、岩手県が中心であるが、私達は、青森市水産指導センター、青森県栽培漁業振興協会、岩手県重茂漁業協同組合から取り寄せている。元々これら種糸は、食
用こんぶの養殖が目的であったが、私達は、同じ種を北海道の伝統的なこんぶ市場と競合しない利活用、どちらかといえば「海の森づくり」のため、あるいは付加価値の高
いアワビの餌用として間引きしない状態で利用したり、その他の利活用、を考えている。
　富山県水産試験場の様に、新たにこんぶの種苗生産に取り組むところも出てきた。また、鳴門の細川水産のように、無機質培養をベースとしたこんぶの種苗生産に挑戦し
ているところもある。


